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常願寺川東岸地域の地理学的研究

一 売薬兼業農家を中心 として -

浅 野 光 子

鍔 1章 地域の概税 印 古韓 売 薬

辞2章 魚 # 節4守 要 約

売薬行商の有するいかなる特性が,あるvlはその出身地域のvlかなる自然的 ･経済的 ･社会的条

件が,いかなる形態の売薬兼業を成立 ･発展せしめたのであろうか.これを成立当時から行商人の

出身がみられ 一時はその大中心地ともをD,隆盛を極めた水橋町缶中心とし,それを包含する常

脚寺川東樺地域Ucかvlで考察した｡

農家におvlで兼業はその賓香と可否 .即ち,収入の大小 と労働力構成によって決定される｡更qc

それは労働力の絹賓源の有無と大きく関連する｡これらの賓否,可否,労働力#･要源の有無という

のは当地域の自然的 ･経済的 ･社会的条件を如実vc反映 してvlると考えられる｡.即ち,地域的性格

殊vc,地域的農業経営の本質にこそ座薬との横 兼業の成立発展の基盤があると考えられる｡第 1I

2葦においでは地域の性格缶述べ,特に農業に関して詳細に述べた｡又,売薬兼業は,地域構成要

素の相互関連上に立脚してvlると同時に,過去を包含してvlる｡時代毎の社会的 ･経済的基盤の相

違は売薬兼業缶大きく左右 した0 第5牽uc於てはこうした過去を把撞し,それ缶反映すべく現状を

明らかにした｡ 40年VC於て,行商人の割合は水柳占.d多,舟橋村5.1蕗,立山町 0.占蕗である｡

当地域は,常願寺川の沖積地であ9.冬季vc積雪缶みる気候qL 古くから水稲単作地帯を展開せ

しめてきた｡ここVC売薬兼共成立の根本的要因があると考える｡ 1毛作,狭少を桝地面績,低位生

産性は多数の貧農を生み出し,盛業と補充関係にある季節性を有する売薬行商は,兼業として彼ら

vcは恰好の存在であった｡

当地域内はおろか,戦前までは隣接の宵山市に於て盲え労働力密雲源が不在であったため,虚業

金紋継すべき長男VCとってはvlうまでもなく,二 ･三男把と19ても売薬行商は貴重な存在であ9,

行商人は急増 した｡換言すれば=業の未発達であIDたことも賓因の1つとして忘れ られぬ｡しかし

ながら近年qc至って,富山市からの工業の波及効果や当地域内に於ける第2･さ次産業の急速の発

展の影響を,当地域が受容する様陀たってからは全く異った事態倉皇すること昭在った｡虚業と他

産業問の格差が拡大 した為に9割以上の良家が兼業農家とな9,それに随伴して急速uC機械化が進
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展した｡

青少年が大企業QC集中したのみ怒らず,野菜の基幹労働力までも兼業に従事するように怒った｡

売薬兼業農家も当然この大きな変動のなかにある｡即ち'行商人の滅少となって現われた｡後継者

不足,あるvlは行商人の転向によって売薬兼業農家の転向が生じる｡又'機械化に轟うちされて農

業が年中行事可能qc在った為,売薬への兼業指向性が成ず る｡

しかし夜がら,この減少傾向と町部から農村部への懸場帳の流れを考慮すれば,一方qc於て,売

薬兼業農家の固定化と行商の大規模化が考えられ も｡転向した売薬兼業農家というのは他を兼業し

た方が上9高収入缶得られる程度の行商規模の鹿家と思われるので,売薬兼業農家は比故的行商規

模の大きな農家VC固定化していると考えた｡即ち,戦前頗村プロレク7)丁として売薬兼業が 日給し,

売薬に全力を投下した小農家と,戦後農村7'JL,ジョアとして大規模Uc開始した大農家に固定化して

V'ると推察した｡大規模化は機械化VC大きく轟うちされているo

行商という形態から当然交通系 も成立発展の賓因の 1つとして考えられるoそれは'江戸期にあ

っては北陸街道,明治に入ってからは北陸本韻沿vlに出身が集中した事Uc示されている｡

当地域には二者共存在したが,交通の発達vcよD.大正期頃よ9この要因は消滅 してしまったと

考えられるO

調布市 ･術中市の都市的発展過程

犬 飼 浩 子 -

調布市 .府中市の自然的背景としての特徴は,この二市が'地形的には多摩伸 て平行した1-Ld汐面

を形成する沖積低地 ･立川段丘 ･武蔵野段丘上に位置してvlること'地質的qcは砂磯層やローム層

力埠越してVlること･地下水は扇状地性盆地の武蔵野段丘上では深 くに･周辺では浅 くCて存在して

V,ることである｡ そしてこの地形,地質,水系は,人文的背景である歴史 ･集落に多大の影響を与

A,各々の地形面qCかける差がはっきDと出てV,る｡つせ9沖槙低地は自然発生的散塑集落地とし

て,立川段丘上は自然発生的凝塾集落地として,武蔵野段丘は計画的新田集落として発達している｡

又,用水路vCつvlても野川 ･仙川･入間川の他に,沖積低地面は割勘砂 ら,台地では玉川上水か

らそれぞれ引水してvlる｡これらに見られるように,J自然的背景と人鰍 相互に関連し合っ七･三帯

の地鵬 鍵を成してvlるわHである｡次に江戸時代以後のこ市の発展過程を見ると･この頃

から全国的な人口移動が敵しくな9,それ脚ナqc変通路線が地域の発展に与える影響は大と怒るo

せづ江戸時代に別 ､慨 道筋が宿場として栄え,武蔵野新田集落の親村となった○明治時代qCを9I

-21-


